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御道御案内人手帳・・・ 天保9年4月
朝日町にある古文書では、棚山の「御輪旨」のほか、 「境関 清水寺にあるのは、 南保大森覚左：r:.r~宅から出たもので、 天
所」、 に関するものが多く、これに関しては叫に「境l見所史」 保9年の巡検七使箆新太郎一行が来たときのものであるがこれ
も刊行されているが、本号では未発表のものも含めて一部紹介 にlむ山町外10カ村の車高、人口などが記されている。
しよう。江戸幕府では、 しばしば巡検上使（中央の!JK•；察官）を t;I高298石

派遣して地方行政の視察に当たったが、これが大変な権威をも : 1. 154石9斗6升 泊町

っていたものである。 主主高48石9斗7升5合

関所の通過に際して道案内人にいろいろな質問があり、まち 1. 11万9斗9升5合 同所

がった答f号すると穴変なので＼あらかじめ関所本行は、道家内 1 . 399ltt 総家数
を担当する日刊！I、組合顕、 長百たi：などを集めて、答えプョの内容 ： 内 112軒 百姓

を刻明に記した手帳をもたせて万全を期した。とれが 「街l道御 ’ 287！相； 問販

案内人手帳」である。 ， 3ケ寺禅宗 松桝＇＇－＇1＇・
寛政元年4月のときのものには答え方の内容の外、次のよう ｜ケ寺 山伏 天竜寺

な村民に対する注意伝達事項が記されてある。 21肝 医

・垣、屋躍の草、壁のつくろい、腰板固など見苦しくないよう。 : 1. 2. 123人 総人数

・町中に砂をまく。 : 1. 25疋 出 馬

・往来の木の掘や石など取り除く。 : 1. 1社 八制官 判明宮
・町すじを通る者は脇道へのき、笠をとり、 つくばいする。 : 1. 1 JI¥ 笹川 但諸郡打銀橋 1 Jl＼；水流川

・町中静かにし、宿の近辺は特に静かtこする。 • 1. 5般 渡海船 ｛日25石積から75石
・婦女子や元服前の子供は外出させない。 • 1. 14鰻 猟船 但2人乗
・町中提灯をつけ、家々に不寝番をつlづる。 なお、表題写真下は、袋内人がどの武士がどなたであるか述

・精神異状者や儲多、乞食のmは泊・路へ出さない。 ： やかに確認できるようその紋所や携行品の標識まで記入したも

等、天皇御巡幸さながらである。 のである。

免5つ2分 （52%)

免2つ4分5厘（24.5%) （中間〉

法王き宗妙輪寺 浄土真宗 ；常：）＇（；{t 

同
一
μ

師

1 .086人 !x 1.037人
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棚
山
台
地
開
発
整
備
計
画

H
朝
日
町
議
会
全
員
協
議
会
で
了
承
リ

＞
朝
日
町
議
会
で
は
、
七
月
二
十

一

場

日
、
全
員
協
議
会
を
聞
き
、
中
川
町

の

長
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
朝
日
町
総
合

し

計
画
に
基
づ
く
「
棚
山
台
地
開
発
聾

三

備
計
画
」
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
集

れ

閲
発
に
あ
た
っ
て
は
次
の
こ
と
を
要

件応

望
し
て
こ
れ
を
了
涼
し
た
。

－
』山

・
自
然
の
保
護
に
万
全
を
期
す
る
こ

棚

と。

く

・
乱
開
発
を
厳
重
に
防
止
す
る
ζ

と

．
開
発
に
と
も
な
う
災
害
及
び
公
害
の
発

生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
厳
重
に
チ

ェ
ッ
ク
す
る
と
と
。

V
棚
山
開
発
登
備
計
画

総
面
積
、
コ一
百
六
十
七
万
六
千
九
百
平
方

米

（

百

十

一
万
二
千
三
百
坪
）

町
施
設
棚
山
林
間
セ

ン
タ
ー

野
外
活
動
セ
タ
ン
l

ひさあ（凱1~~＆~ai·~） 第21 6号
一朝
日
町
議
会
議
長

酒

井

栄

氏

一
町
村
館
長
会
糾
訪

日
ッ
肘
会
長
に
蹴
任

朝
日
町
級
会
議
長
．
問
弁
栄
氏
は
、
さ
き

…
に
留
山
県
町
村
議
会
議
長
会
長
に
選
任
さ

一
れ
ま
し
た
が
、
乙
の
ほ
ど
町
村
議
長
会
の

広

場

自
然
研
究
路

森
林
公
園

町
、
民
間
共
同
施
段

棚
山
台
地
駐
車
場

道
路
盤
側

小
川
駐
車
場

国
施
股
小
川
〆
ム

民
間
施
股

ゴ
戸
フ
場

レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド

ロ
1
プ
ウ
ェ
イ

道
路
拡
備

貸
別
荘

ス
キ
1
場

貸
ポ
1
ト

釣
り
刷
セ
ン
タ
ー

大
谷
山
展
望
台

北
口
M

宜
保
及
び
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
ム
町
長
に

も
選
任
ぎ
れ
そ
の
活
闘
が
町
民
か
ら
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
（
中
部
ブ
ロ

ッ
ク
と
は
、
大
阪
、
京

都
、
磁
的
、
民
間
、
捺
良
、
和
歌
山
、

岐
阜
、
静
岡
．
一
二
重
、
愛
知
、
新
潟
、

富
山、

石
川
、
福
井
、
長
野
〉

大

港

谷

川

災
害
復
旧
工
事
完
成

ー

笹

川

地

内

｜

。

今
月
の
税
金

。

一

町
県
民
税
第
二
期
分
を
忘
れ
ず
に

一
今
月
末
ま
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

一
納
付
告
を
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

北

又

小

屋

改

築

ρ
0
4・
吊
は
τ

七
十
人
も
収
容
で
き
る
モ
ダ
ン
な
建
物

V
夏

山

シ

ー

ズ

ン

を

迎

え

て

八

朝
日
町
大
差
一
撃
山
保
勝
会

（

晶
体
龍
平
会
長
〉
で
は
、朝
日
岳

の
登
山
基
地
、
北
文
谷
に
あ
る

「
北
又
d
屋
」
の
改
築
を
六
月
以
来
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た

北
又
小
屋
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
、
大

海
部
「
山
保
勝
会
が
、
篤
志
の
万
々
の
協
お

を
得
て
、
現
在
の
よ
う
な
自
動
車
道
・も
な

い
山
道
を
、
人
間
の
運
揮
に
よ
っ
て
建
て

た
も
の
で
、
以
来
、
朝
日
岳
登
山
者
や
北

χ谷
周
辺
探
勝
者
の
基
地
と
し
て
活
用
さ

れ
、
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
民
近
老

朽
化
が
苦
し
く
、
さ
ら
に
手
狭
と
な
っ
た

た
め
、

ζ

の
た
び
の
改
築
と
な

っ
た
も
の

で
す’。政
築
さ
れ
た
小
屋
は
、
石
積
み
の
上
に

木
造
二
階
建
て
の
延
べ
八
十
二

・
五
平
万

米
で、

階
下
は
二
段
ベ

ァ
ド
の
宿
泊
施
設

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
た
た
き
の
炊
事
場
、
乾

燥
場
な
ど
、
二
階
は
七
畳
半
二
、
六
畳

一

の
和
室
宿
泊
・
休
憩
施
設
に
な
っ
て
お
り

収
容
定
員
も
七
十
人
と
従
来
よ
り
も
倍
加

さ
れ
ま
し
た
。

〈
写
真
は
新
装
改
築
さ
れ
た
北
文
小
屋

V

み
ん
な
で
協
力

海
岸
を
い
つ
も
美
し
く

A
V
川
や
海
は
ゴ
ミ
の
捨
場
で
は
な
い
A
V

私
た
ち
は
、
出
か
ら
は
か
り
知
れ
な
い

ほ
ど
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
鼠
近

沿
岸
海
域
が
漂
泊
し
た
ゴ
ミ
な
ど
で
汚
れ

が
目
だ
ち
、
自
然
環
境
ば
か
り
で
な
く
生

倍
以
境
に
も
大
き
な
彬
槽
を
与
え
て
い
ま

す。
ま
た
沿
山
川
出
峨
は
耐
水
浴
等
レ
h
H

－
リ
ェ

ー
シ
ロ
ン
の
場
と
し
て
多
く
利
用
さ
れ
て

い
る
叫
状
に
お
い
て
私
た
ち
共
通
の
白

川
で
あ
る
川
山
出
版
を
的
関
に
し
、
い
つ

見
て
も
以
刊
の
良
い
き
れ
い
な
海
岸
に
し

た
い
も
の
で
す
。

各
家
経
に
お
い
て
は
川
や
海
に
ゴ
ミ
を

捨
て
な
い
、
ま
た
什
分
た
ち
の
持
っ
て
来

た
も
の
で
不
川
に
な
っ
た
も
の
は
持
っ
て

帰
る
よ
う、山
が
け
て
く
だ
さ
い
。



「待
合
室
に
ブ
ロ
ン
ズ
像
J

r
l朝
日
町
の
表
玄
関
泊
駅
l
L
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ー
千
関
車
位
よ
り
贈
ら
る
l

新
装
な
っ
た
朝
日
町
の
表
玄
関
、
国
鉄

泊
駅
の
待
合
室
に
と
の
ほ
ど
夢
と
希
望
を

表
徴
す
る
少
女
の
ブ
ロ
ン
ズ
儀
が
飾
ら
れ

利
用
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

と
れ
は
、
ざ
る
三
月
に
完
成
し
た
同
駅

舎
の
新
築
を
施
工
し
た
千
凹
建
設
社
長
の

子
園
穂
氏

（
四
三
）
が
寄
付
し
た
も
の
で

飾
ら
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
郷
土
の
日
展
彫

塑
家
田
中
三
太
郎
さ
ん
の
作
品
。
芽

o
と

題
し
、
若
芽
の
よ
う
に
す
く
す
く
と
伸
び

ゆ
く
聾
を
現
わ
し
、
町
勢
発
展
の
シ
ン
ボ

W
と
し
て
乗
降
客
や
町
民
の
み
な
さ
ん
に

親
し
ま
れ
る
乙
と
で
し
ょ
う
。

ひさ

八
写
真
は
答
隠
者
千
田
稔
氏
へ
の
感
謝
状

の
贈
呈
と
プ
ロ
ン
ズ
像
V

あ（野議会易会号）第216号(3) 

W

全
一
み
ん
な
の
願
い

一
安
一

交
通
安
全

似通九

品‘
：

ハ
夏
の

六

交

一

交

通

事

故

防

止

一
年
中
で
最
も
暑
い
季
節
、
う
だ
る
よ

う
な
暑
さ
の
な
か
、
車
の
述
転
も
大
変
な

と
の
頃
で
す
。

涼
を
求
め
て
の
海
水
浴
、
ド
ラ
イ
ブ
を

楽
し
む
人
も
急
に
ふ
え
、
交
通
事
故
の
多

発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
運
転
さ
れ
る
方
は

い
か
な
る
と
き
も
自
分
の
ペ

ー
ス
を
守
り

恵
の
流
れ
に
し
た
が
っ
て
冷
静
な
気
持
で

ユ
ト
リ
の
あ
る
運
転
を
し
、
交
通
規
則
を

よ
く
守
っ
て
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

毎
年
お
盆
が
近
づ
き
ま
す
と
帰
省
さ
れ

る
人
、
親
戚
や
知
人
、
友
達
の
と
こ
ろ
へ

遊
ぴ
に
来
ら
れ
る
人
等
の
車
に
よ
り
、
当

町
に
お
い
て
も
急
激
に
車
輔
が
増
加
し
、

毎
年
き
ま
っ
た
よ
う
に
交
通
事
故
の
発
生

が
う
な
ぎ
の
ぽ
り
と
な
り
死
亡
者
が
多
数

で
る
し
ま
っ
。
と
く
に
遠
方
よ
り
帰
省
さ

れ
る
方
々
は
日
頃
の
道
路
情
況
や
道
路
環

境
等
の
ち
が
い
か
ら
の
事
故
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
暑
さ
か
ら
僚
を
求
め
て
サ
ー
キ
ッ

ト
ま
が
い
の
暴
走
ゃ
、
時
節
柄
飲
酒
運
転

も
多
く
、
一
度
事
故
が
お
き
る
と
死
亡
事

故
に
つ
な
が
り
運
転
者
の

一
生
や
家
族
の

尊
い
財
産
が
一
瞬
に
し
て
失
な
わ
れ
ま
す

サ
ー
キ
ッ
ト
ま
が
い
の
暴
走
は
絶
対
に

や
め
、
酒
を
呑
ん
だ
ら
ハ
ン
ド
ル
を
た
も

な
い
で
他
の
夜
通
機
闘
を
利
用
し
変
通
事

故
の
な
い
明
る
い
平
和
な
家
庭
を
守
り
ま

’レょ恒つ。

今
は
学
校
も
夏
休
み
則
閥
、
路
上
で
の

子
供
の
自
転
車
乗
り
も
相
当
見
受
け
ら
れ

大
変
危
険
で
す
。
家
庇
で
の
交
通
安
全
教

育
を
日
め
ま
し
ょ
う
。

並夫
し
い道
路
を
守
ろ
う

み
ん
な
の
力
で

・
綿
の
風
に
、
明
る
い
道
路

・
明
る
い
街
、
み
ん
な
の
道
路

－
両
氏
い
道
良
い
街
良
い
環
境

建
設
省
で
は
、

八
月
一

白
か
ら
八
月
三

十

一
日
迄
の
一
カ
用
聞
を
特
に
、
「
昭
和

四
十
八
年
度
道
路
争
守
る
月
間
」
と
し
て

道
路
の
愛
護
に
つ
と
め
て
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
ど
理
解
と
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

道
路
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

建
設
省
富
山
工
事
事
務
所

（
O
七
六
四
l
二
四
l
一
七

O
一）

建
設
省
黒
部
国
道
維
持
出
張
所

（O
七
六
五
！
五
一
一
｜
一
七

一
四）

へ
お
願
い
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
の

駐
車
場
で
き
る

H
旧
国
鉄
線
路
跡
を
活
用
H

宮

崎

内

地

朝
日
町
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
越
中
宮
崎

駅
西
側
踏
切
か
ら
宮
崎
小
学
校
裏
に
至
る

国
鉄
旧
線
路
敷
地
（
四
、

O
一
二
平
方
米

）
を
国
鉄
か

b
借
り
受
け
、

キ
ャ
ン
プ
場

利
用
者
の
た
め
の
駐
車
場
を
設
置
し
ま
し

た。朝
日
採
立
自
然
公
園
内
の

一
固
に
位
置

す
る
、
越
中
宮
崎
駅
東
出
岸
の
馬
場
キ
守

ン
プ
場
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
の
風
致
と
、

き
れ
い
な
海
岸
と
い
う
ζ

と
で
、
近
年
、

県
内
外
か
ら
訪
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ー
が
ふ
え

る
一
方
で
、
最
盛
期
の
土
、
日
曜
日
と
も

な
る
と
、
一
、

ハ
δ
O人
近
い
キ
ャ
ン
パ

ー
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
が
、
問
問
に
問
題
に

な
っ
て
き
た
の
が
車
の
問
題
。
が
守
ン
プ

場
の
近
く
に
駐
市
場
が
は
い
た
め
、
宮
崎

駅
前
や
国
道
八
号
線
に
ズ
ヲ
リ
駐
車
の
有

様
で
、
そ
の
対
策
が
強
く
望
ま
れ
て
い
た

も
の
で
、
地
元
や
関
係
者
か
ら
も
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

八
写
真
は
旧
聞
鉄
線
路
跡
の
駐
車
場
V

福
祉
年
金
の

支
払
い
は
郵
便
局
で

福
祉
年
金
は
今
年
に
入
っ
て
、
す
で
に

一
月
期
分
お
よ
び
五
月
期
分
を
支
払
い
ま

し
た
が
、
九
月
期
以
降
に
支
払
う
分
は
、

斑
自
に
支
払
金
額
が
記
入
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
役
場
に
証
苗
を
一
時
保
管
し

て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
四
十
七
年
分
所
得
に
よ
る
審

査
が
ほ
ぼ
先
了
し
ま
し
た
の

σ、
役
場
で

は
九
月
六
円
か
ら
郵
便
局
で
支
払
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
証
書
交
付
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

支
払
砲
記
入
済
の
証
曹
を
役
場
か
ら
も

ら
っ
た
ら
、
無
く
し
な
い
よ
う
大
切
に
し

ま
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
福
祉
年
金

を
受
け
て
い
る
人
は
、
次
の
こ
と
を
必
ず

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
、
役
場
か
ら
証
書
の
交
付
を
受
げ
る
と

き
は
次
の
も
の
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

・
印
鑑
・
j
i－－
郵
便
局
で
支
払
を
受
け
る

と
き
．使
用
す
る
も
の
と
同
じ
印
鑑

－
保
管
証
：
：
：
：
先
に
証
書
を
役
場
に
提

出
し
た
時
に
渡
し
て
あ
り
ま
す
の

で
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
保

管
証
と
引
換
え
に
証
書
を
お
接
し

い
た
し
ま
す
。

二
、
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
て
く

な
ら
れ
た
場
合
、
遺
族
の
方
は
、
た
と

え
未
受
領
分
が
あ
っ
て
も
絶
対
に
支
払

い
を
受
け
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
役
場
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
亡
く
な
ら

れ
た
後
で
支
払
い
を
受
け
た
場
合
は
、

そ
の
分
を
返
し
て
も
ら
い
ま
す
。

一三
、
来
年
の
五
月
期
支
払
が
済
ん
だ
ら
す

ぐ
役
場
へ
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

四
、
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
途
中
で
、

厚
生
年
金
、
恩
給
、
扶
助
料
、
各
共
済

組
合
の
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
は
、
役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
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第
二

O
回
下

新

川

郡

民

体

育

大

朝

日

町

で

開

か

マ
陸

上

総

合

優

勝

は

入

善

町

に

ム

ひ

第
二

O
回
郡
民
体
育
大
会
は
去
る
七
月

七
i
八
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
朝
日
町
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

二
日
間
共
に
好
天
に
閉
店
ま
れ
、
日
東
紡

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
町
内
小
中
高
学

校
及
び
体
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
い
て
各

種
目
に
わ
た
っ
て
競
技
が
行
な
わ
れ
、
陸

上
競
技
の
総
合
優
勝
は
入
善
町
が
栄
冠
を

獲
得
し
た
ロ
各
積
回
の
競
技
成
績
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
（
関
係
分
）

陸
上
競
控

（
巾
学
）

円
。，
K
子
マ
二
百
米
①
笹
川
則
子
（
泊
）

マ
凶
百
米
リ
レ
l
①
山
小
マ
必
山
眺
①
小

彰
附
子
（
伯
）

。
女
子
総
合
①
州
中

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

。

一
般
羽
7

つ
①
朝
日
バ
レ
l
ボ
1
戸
ク

ラ
フ

。
一

般
女
子
①
日
京
紡

。
中
学
女
子
①
小
川
中

剣
道。
中
学
個
人

G
膝
田
昭
夫
（
泊
）
①
犬

田
正
勝
（
伯
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

。
一
般
女
子
①
日
東
紡

卓
球。
一

般
男
子
①
水
山

一
友

。
一
般
友
子
①
佐
渡
米
子

。
中
学
問
子
川
体
①
泊
小

。
中
学
女
子
印
体
①
小
川

。
中
学
女
子
例
人
①
谷
口
良
型
子
（
小

さあ（射器毎錫詞）第216号

.6. 
;zJ; れ

る

野
球。

｝
般
①
朝
日
町
役
場

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

。

一
般
①
泊
ク
ラ
ブ

O
中
学
男
子
①
小
川
①
泊

。
中
学
女
子
①
泊

軟
式
庭
球

。

一
般
男
子
①
広
田
敬
二
・

初
回
隆
組

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

。

一
般
男
子
（
複
）
①
横
山
三
明
・
梅

沢
義
弘
組

。
一
般
女
子
（
組
）
①
土
井
玲
子

－
w
f

崎
県
子
組

。

－
般
女
子
（
爪
）
①
金
古
佳
子

体
操

（
中
学
V

。
女
子
閉
体
①
泊

－｜
｜
第
二
十
三
回

－

「
ニ
市
一
郡
中
学
駅
伝
競
走
し

六
月
三
十
日

①
上
宵
中
①
品
川
出
西
部
中

H
第
五
回
婦
人
球
技
大
会
日

福
祉
セ
ン
タ
ー
七
月
十
五
日

〈〉
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

①
泊
二
区

①
泊
三
区

。
卓
球
①
川
筒
庄
①
川
一

K

O
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

①
伯
三
区
①
大
家
庄

円
/J .｛；事dグ ~

年 良
ク勤
ラ労
フ
と
し

て

労
働
大
臣
表
彰
の
栄

〔
朝
日
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
〕

朝
日
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（会
長
折

谷
喪
氏
〉
は
、
こ
の
ほ
ど
優
良
勤
労
背
少

年
ク
ラ
プ
と
し
て
労
働
大
阻
か
ら
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

表
彰
式
は
七
月
二
十
一

日
東
京
全
国
勤

労
青
少
年
会
館
で
行
な
わ
れ
、
加
藤
労
働

大
臣
か
ら
広
田
誼
理
事
長
に
袋
彰
状
が
手

渡
た
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ク
ラ
プ
は
、

昭
和
四
十
一

年
朝
日
町

在
住
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
’
愛
好
者
十
二
名
が

八
写
真

ιは
段
与
さ
れ
た
衣
・惨
状
。

右
下
は
朝
日
バ
レ
！
ポ

l
y
ク
ラ
プ
員
V

、
・5
、正J
A 司令

-＂＇τ；豆、町仁志..,,. 
4・；r・.正 三也

、官、、

全
面
青
年
大
会
出
場
を
第

一
目
標
に
お
き

組
織
さ
れ
た
も
の
で
そ
の
活
動
ぶ
り
は
、

本
年
二
月
広
報
二
十

O
号
の
何
年
の
グ

w

l
プ
ザ
l

ク
ル
活
動
の
糊
で
く
わ
し
く
制

介
し
た
が
、
今
日
の
受
口
は
地
域
の
ス
ポ

ー
ツ
団
体
と
し
て
朝
日
町
に
お
け
る
係
樹

体
育
活
動
の
中
桜
的
活
動
を
な
し
て
い
る

乙
と
と
、
ま
た
健
全
な
社
会
教
育
活
動
の

モ
デ
ル
的
存
在
と
し
て
高
く
一
許
制
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

切，，，，

青少年を守るに

家 ぐるみ町ぐるみ

第
三
日
曜
日
は
家
庭
の
日

家
族
み
ん
な
で
話
し
あ
い

力
を
出
し
あ
い

楽
し
み
あ
い
ま
し
ょ
う

自
転
車
の
ニ
人
乗
り

無
灯
火
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

お
と
な
も
こ
ど
も
も

交
通
μ
l
ゎ
げ
を
守
り

み
ん
な
で

n
uし
め
い

ま
し
ょ
う

児
童
ク
ラ
ブ
が
町
内
の

防
火
パ
ト
ロ
ー
ル

日
…火口
出
υ

大
平
部
落
で
は
以
前
か
ら
、
小
学
校
五

年
よ
り
中
学
三
年
迄
の
児
虫
、
生
徒
に
よ

っ
て
見
出
ク
ラ
プ
が
作
ら
れ
、
二
十
数
年

前
に
、

ク
ラ
ブ
の

一
事
業
と
し
て
、
防
火

パ
ト
ロ

l
wを
取
り
入
れ
た
の
が
蛤
ま
り

で
、
乙
れ
が
現
在
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る

も
の
で
、

雨
の
日
も
、
吹
雪
の
夜
も
拍
子

木
を
手
に
、

火
の
用
、
心
を
大
声
で
連
呼
し

部
落
民
に
火
災
に
対
す
る
注
意
を
呼
び
起

と
さ
せ
て
お
り
こ
れ
が
永
年
の
開
火
災
に

つ
な
が

っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
た

め
附
和
四
十
二
年
に
、
明
日
町
消
防
問
民

か
ら
衣
協
を
受
け
て
お
り
、
大
変
脱
却
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

〈
写
真
は
防
火
パ
ト
ロ
l

w
中
の
児
童

ク
ラ
プ
員
V
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同；拘械を：~，7／＇.~J鞠＇.I
白
馬
詩
吟
会
朝
日
教
場

哀

愁

切
音

吐

朗

々

々

精
神
文
佑
開
発
に
貢
献

ひ

詩
吟
は
戦
前
か
ら
士
風
ぞ
舷

抑
す
る
去
能
と
し
て
こ
の
地
方

で
も
愛
好
者
が
多
く
全
国
的
に

盛
ん
で
あ
っ
た
。
戦
後
は
軍
国

主
義
的
思
想
を
助
長
す
る
も
の

と
し
て
衰
微
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
た
が
、
近
年
愛
好
者
で
復

活
運
動
が
起
と
り
、
今
日
で
は
戦
前
以
上

の
隆
盛
を
見
せ
、
民
間
芸
能
の

一
分
野
と

し
て
独
立
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

当
朝
日
町
で
は
附
和
四
十
三
年
九
月
、

黒
部
市
に
本
部
を
も
っ
「
白
馬
吟
詠
会
」

の
会
員
が
中
心
と
な
り
、
同
好
の
志
を
糾

合
し
て
、
会
員
相
互
の
親
雌
を
図
り
、
詩

吟
の
普
及
を
以
て
桁
神
文
化
の
開
発
と
、

地
域
社
会
の
平
和
繁
栄
に
貢
献
す
る
と
い

う
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、

詩
吟
数
回初「

白
応
吟
詠
会
朝
日
教
場
」
を
創
設
し
た
。

さあ（射器話会易会自）第216号(f~5) ·~ 

目
下
会
員
は
十
五
名
で
、
支
部
長
（
教

場
長
）
金
田
詠
山
師
を
中
心
と
し
て
吟
詠

指
等
や
、
年

一
一間
の
科
吟
大
会
の
開
催
、

日
本
詩
吟
学
院
市
山
山
火
会
、
そ
の
他
県

芸
術
祭
の
参
加
、

吟
行
会
な
ど
を
社
阿
し

着
々
と
実
行
に
移
し
て
い
る
。

入
会
希
望
者
は
片
瀬
会
空

汽

δ
円
を

添
え
て
、
朝
日
町
川
崎、

同
会
部
品
周
金

田
奈
々
子
宛
申
し
込
め
ば
よ
い
。

〈
写
真
は
朝
日
教
場
の
会
員
た
ち
V

扶

養

と

は

・・
・
家
庭
裁
判
所
だ
よ
り
・．．
 

扶
設
と
い
う
の
は、

自
分
の

M
で
免
措

を
立
て
た
り
、
教
育
申
告
受
り
た
り
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
人
に
対
し
て、

そ
の
親
族

の
者
が
と
れ
に
必
拠
な
経
前
上
の
補
助
を

与
え
る
と
と
で
す
Q

民
法
は
、
父
惜
しに
子
、
制
父
舟
と
孫
の

よ
う
に
直
系
血
族
問
お
よ
び
兄
弟
姉
妹
間

で
は
、
互
い
に
扶
議
す
る
義
務
が
あ
る
と

し
て
い
ま
す
。
と
の
ほ
か
叔
父
、
叔
母
と

甥
、
控
と
い
っ
た
一
「
親
等
内
の
親
族
問
で

は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
家
庭
裁

判
所
が
相
当
と
認
め
る
と
き
に
は
扶
養
義

務
を
負
わ
せ
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

で
は
、
扶
誌
を
必
要
と
す
る
人
が
数
人

い
る
場
合
に
ど
ん
な
順
序
で
扶
持
を
う
け

た
り
、
技
砕
食
し
た
り
す
る
の
か
、
ま
た
妖

躍
の
開
制
度
や
方
法
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
、
と
い
う
間
閣
で
す
が
、

こ
れ
は
関
係

す
る
親
族
聞
の
協
議
で
き
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す。

し
か
し
協
議
が
ま
と
ま
ら

な
い
と
き
は
パ
申
し
立
て
に
よ
り
家
庭
一裁

絞るすが よゃをる扶のに でよ見調て に 羽l
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オヒ
電

だ

よ

り

。
真
夏
の
落
し
穴
。

感
電
事
故
に
ご
注
意
／

統
計
的
に
み
て
八
円
は一

年
中
で
一

帯

感
信
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

水
を
よ
く
使
う
、

川
ば
ん
で
い
る
、

服

装
が
緋
い
、
討
さ
で
注
蛍
力
が
散
慢
に
な

っ
て
い
る
な
ど
の
裂
凶
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

＠
感
－也
を
防
ぐ
に
は

①
相
水
部
、

抗
た
く
機、

冷
版
印
、
そ

の
他
モ
ー
タ
ー
な
ど
に
は
必
ず
ア
l
ス

を
つ
け
る

①
ぬ
れ
た
手
で
電
気
器
具
に
ふ
れ
な
い

こ
と
。
よ
く
手
を
ふ
い
て
か
ら
に
し
ま

n
h
V
4
・ro
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富
山
県
警
察
官
募
集

富
山
県
瞥
察
本
部
で
は
次
の
要
項
に
よ

り
明
年
四
月
響
察
学
校
へ
入
校
す
る
瞥
察

官
を
、
欝
硯
庁
、
大
阪
、
埼
玉
、
千
葉
、

静
岡
、
結
賀
の
各
府
県
と
共
同
募
集
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

－
採
用
予
定
人
員

富
山
県

A

二
十
名

B

三
十
名

警
視
庁

A

B
合

わ

せ

て

十

名

大
阪
府

A

B

合

わ

せ

て

五

名

埼
玉
県

A
B
A
nわ
せ

て

五

名

千
葉
県

A

B

合

わ

せ

て

五

名

静
岡
県

A

B
合

わ

せ

て

玉

名

滋
賀
県

A

B
合

わ

せ

て

玉

名

Z
願
書
の
受
付

七
月
二
十
日
か
ら
十
月
六
日
ま
で

1
試
験
の
日
時

場

所

－
第

一
次
試
験

十
月
二
十

一
日
（
日
）

富
山
県
立
富
山
中
部
高
校

．
第
ニ
次
試
験

十
月
十
三
日
、
十
四
日
、
十
五
日

の
う
ち
指
定
し
た
日
富
山
県
立
中
央

病
院

A
h受
験
資
格

・
年
令
昭
和
四
十
九
年
四
月
一

日
現
在
で
十

八
歳
以
上
二
十
八
才
未
満
の
男
子

－
学
匪
A
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

大
を
除
く
）
の
砿
業
者
、
ま
た
は

昭
和
四
十
九
年
三
月
末
日
ま
で
卒

業
見
込
の
者

B
、
A
以
外
の
者
で
、
学
歴
は
問
わ

p
a
h

、，。

φ

ん
・
ν

－
体
格
な
ど

さあ

身
長
、
二
ハ

O
m以
上
、
胸
囲、

七

八

m以
上
、
体
重
、
四
七
旬
以
上

で
視
力
は
阿
眼
と
も
槻
限
で
、
。
、

六
以
上
ま
た
は
探
限
で

O
、

一
以
上

で
あ
っ
て
矯
正
を
し
て

て

O
以
上

聴
力
普
通
で
、
弁
色
力
は
完
全

江
待
遇
遂
年

「魅
力
あ
る
職
場
へ
」
，と
の
配
意

で
待
過
改
器
を
お
し
す
す
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
他
く
わ
し
い
と
と
は
、
も
よ
り
の

瞥
紫
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

璽罷醒覇露
新しい本がたくさん

入っています

利用しま しょう

一一司一
4
6

写
百
二

z

i
l－
－

 

ベで句

新
し
く
は
い
っ
た
図
書

日
本
の
美
の
こ
こ

ろ

川

端

康

成

生
き
残
る

－一

七
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
中
村
邦
彦

心

の

映

像

秋

谷

た

つ

子

現
代
の
親
を
告
発
す
る
加
藤
諦
三

愛
と
自
立
へ
の
旅
立
ち
佐
川
朋
子

恋

愛

論

羽

仁

進

日
本
列
島
釣
の
ド
ラ
イ
プ
山
本
将
郎

南
京
大
虐
殺
の
ま
ぼ
ろ
し
鈴
木
明

一気
に

な

る

話

正

木

県

子

教

育

と

は

な

に

か

矢

山

川
徳
光

日
本
の
民
俗
（
熊
本
）
牛
胤
雌
光

現
代
の
文
学
（
黒
井
千
次
仙
）
講
談
社

退

胞

の

時

代

小

原

信

江

田

島

教

育

盟

凹

穣

水

泳

教

室

波

多

野

勲

水

泳

太

田

光

雄

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
の
獣
医
修
業
畑
正
憲

悔

い

な

き

命

を

岡

困

窮

子

み

だ

れ

髭

．

与

謝

野

馨

彼

岸

の

風

景

遠

山

諦

度

日
本
の
民
話
（
妖
怪
と
人
間
）
他
瀬
川
拓
男

酒

盃

と

真

剣

石

原

慎

太

郎

常
識
の
ウ
ソ
（
上
て
下
）

石

庖

純
二

ひ
と
り
で
も
生
き
ら
れ

る

瀬

戸
内
附
英

弘
法
大
師
控

海

和

歌

森

太

郎

は

じ

め

て

の

天

文

学

鈴

木

敬
信

ナ

イ

ル

の

奥

地

中

西

秀

民

訳

附

野

大

間

界

平

悔

の

地

図

石

原

慎

太

郎

変

奏

曲

玉

木

寛
之

死

海

の

ほ

と

り

遠

藤

間

作

二

つ

の

顔

黒

岩

重

寄

お
れ
の
敵
が
そ
と
に
い
る
柴
田
鎖
一二
郎

自
く
重
い

血

佐

野

洋

。
生
ま
れ
た
人

AV
結
ぼ
れ
た
人

＠
な
く
な
ら
れ
た
人

（
昭
和
四
十
八
年
七
月
十
五
日
現
在
）

。
出

境宮
崎
宮
崎
横
尾

竹口東
草
野

東
草
野

東
草
野

沼
保
沼
保
荒
川
荒
川
道
下
平
柳
桜
町
桜
町
月
山
南
保
間
保
長
野

川
以
此
判

殿
町

川
崎
塚結

ママ

魚笹沼 to:
mt 
市 川 保川

生

（お
す
こ
や
か
に
）

水

島

的

邦

水

島

忠

水

島

正

義

岡

島

登

松

岡

明

犬

悶

辰

附

谷

克

三

松

田

義

信

中

島

武

夫

平

坂

君

夫

高

木

英

三

松

沢

行

雄

安

達

邦

脊

斉

藤

直

樹

鎖

治

智

一

河

内

邦

洋

沢

田

忠

男

沢
田

一
征

明

地

茂

大

獄

博

運

沢

太

門

鍋
島
佐
一

路

沢

義

弘

長長長長長二 二二 二長長二長長長三二 二 長長二長長
明女男女女女女男男女女女女男女女弼男女男女間女

英
紀
子

大

師

砂

織
ιι 
イ
ψ
ふ
市

里

佳
将

史

元

気

由
貴
子

め
ぐ
み

正

信

真

紀

智

絵
階

美
菜

摘

安

民

公

志

め
ぐ
み

純

子

美
和
子

明

美
太

士

山

需

卓

哉

婚

（お
し
あ
わ
せ
に
）

竹

内

忠

芯

小
杉
由
香
子

竹

内

普

光

滝
川

ユ
キ
子

マママ

入山入道山東

苦善草

町崎町下崎野

n
h
M
4斗
・

n
h
u

長

井

先

夫

青
島
百
里
子

安

達

邦

春

中

易

伸

子

久
保
田
安
則

日

野

津

子

4砂
死

亡

（お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
）

マ
平
柳

マ
平
柳

マ
下
野

マ
長
野

マ
山
崎

マ
山
崎

マ
大
家
圧

谷
口
常
筒
（
六
一
）

仙
名
ふ
て
（
七
五
）

今
江
美
奈
子
（
一ニ

O
）

大
森
き
そ
（
八
二
）

安

達

ふ
て
（
八
四
）

水
野
修
八
郎
（
五
六
）

井
口
ふ
で
（
七
九
）

件数死者負傷者月

印編
郵定送 集
便 刷ヨft
番括
号｛問料所 行 27 

12 

39 

。
23 

11 

34 

1月～6月

本年累計

月7 
九六十両朝

五 一越日
l円同町
0 日］伯
七 U<.

刷場


